
第１回嬉野市教育委員会議（定例４月） 

平成２８年４月２５日（月）10：00～ 

嬉野市役所塩田庁舎 3-2、3-3会議室 

 

１ 開会 

 各学校入学式で市曲「ふるさとの空」を歌っていただき、広がるきっかけになりました。

また、入学式での気づきがありましたら報告していただき、情報を皆で共有したいと思い

ます。現在、「こども読書週間」ですが、先日「お話しどんどん」のおはなし会がありまし

た。たくさんの方が関わっていただいて、多くの多くの子どもたちを育てていこうという

いい雰囲気を感じました。 

 

２ 会議録署名委員 ○○委員  ○○委員 

 

３ 議題 

（１）報告 

 ① 第１回市内校長研修会について 

（教育長） ・教育長指導として、管外から戻られた校長には、是非新風をふかせてほし

いという話をし、６点お願いをしました。学校がチームとして取組むために、

情報伝達体制を構築し、教育委員会まで必ず連絡をしてほしいこと。夏休み

を完全給食で５日間短縮していますので、２日目からは通常通りの授業で、

時間を有効活用してほしいこと。児童の輸送については、公的な機関でお願

いしますということ。辞書引き学習の辞書や副読本の給与について、入学式

の後に給与式を行いますということ。嬉野市の子ども学校塾事業について、

毎月第３水曜日は部活を中止して、定時退庁推進日ですということをお願い

しました。 

そのほか、教諭の配当表、平成２８年度の嬉野市の教育方針について、教

育相談員の割り振り、校長先生の知恵袋事業、重点課題に対する研究部会に

ついて、生きる力の教科書の年間計画、入学式の時刻、学力検査、学伝、交

通安全教室の実施要項、国語辞書の給与について４０分間行いました。 

 ② 第２回市内校長研修会について 

（教育長） ・中央教育審議会答申にありましたチーム学校のあり方、今後の方針につい

て、新年度生徒数の確認、嬉野市教育創新プラン 28 について、インクルー

シブ教育の推進、中学校の英検、ろく・さんプラン、運動部部活動の適正実

施、一般非常勤職員の任用について話をしました。 

また、学校施設空調の整備要望について、各学校の状況を確認しました。文



教厚生委員会より学校視察もあっております。 

教職員の服務規律の保持について、子どもとの連絡網、交通安全、教科書選

択における公正・透明性の確保、時間外勤務についての指導がありました。

その他、研究部会会長、社会教育関係のあて職、学校塾事業の要綱、研究指

定校、市長部局との連携による新たなる学校モデル事業の子育て支援課との

連携、社会教育委員会、学校訪問計画、佐賀県学習状況調査、教諭数、生徒

数、学校教育課の分担、２７年度実施の教育委員会、校長会等、学校運営協

議会、いじめ防止対策委員会、不登校の数、校長の連絡網、在外施設の派遣

推薦、鹿島日本語教室の話をしました。 

 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

 

（教育長） 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

 

（教育長） 

・夏休みの５日間の短縮は、付け足しのように現場が受け取っているように

感じていたので、２日目から通常通り行われるということでよかった。 

・中学生のスマホ所持に関する実態の把握は、研究部会の今後の研究課題に

なるのではないか。 

・学校には持って来ないと藤津管内は統一されているが、学校によっては温

度差がある。ＬＩＮＥの問題もあるし、塾には親の携帯を持って行っている。

いつまでこの基準でいけるか、地区全体で協議しなければならない。先生か

ら子どもへの連絡については、まず親に連絡して子どもに伝えるというのが

大原則であることの再確認をしました。 

・「生きる力」で指導はされていると思うが、家庭でどういう状況なのか、

生徒指導部会で話題にしながら、どういう方向に進んでいったらいいのか研

究の内容として取り組んでほしい。 

・小学校頃から「マモーリーヌ」という携帯を持たせている。どうしても心

配で必要を感じることがある。中学校は禁止なのに、正しい使い方の指導が

ある。高校は「持ってくるな」と言われる。外出先の緊急時の連絡手段とし

て必要なのに意味がないし、指導もない。本音、建て前、現実が離れている。 

・中学生の携帯所持は反対派であるが、娘は友達の仲間に入れないからと持

ちたがった。周囲は持っている子が圧倒的に多く、問題があるとすれば、Ｌ

ＩＮＥの問題が多く、できれば持たせないと徹底してほしい。時代の流れに

甘えている親の問題でもある。自分の子どもも問題に巻き込まれる危険性が

あることを皆さんに理解してもらうのも必要ではないか。 

・連絡手段としての携帯と、スマホ、インターネット、ＬＩＮＥは違う気が

する。生徒指導部会で情報交換をし、現実をもっと知らなければならない 

・学校施設要望に関して、大草野小のプールのトイレや轟小学校の黒板等子

供の生活に係るところは、精査し、必要なものは早急に対応してほしい。 

・大草野小学校は、昨年度は仮設トイレを設置しました。 



（○○委員） 

 

 

（教育長） 

（○○委員） 

 

（事務局） 

（○○委員） 

（○○委員） 

 

 

（教育長） 

（○○委員） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

（教育長） 

・昨年は校長と事務長が全学校回っていただきましたが、今年も是非してい

ただいて、学校同士お互いに知る必要がある。私たちも知る必要があると思

いますがいかがでしょうか。 

・市教委学校訪問の際に見せていただきましょう。 

・月８０時間以上時間外勤務は、自己申告で、もしかしたら少なく申告され

ている方もいるかもしれない。実態を知る必要がある。 

・半分以上は部活動で、特に土日の部活動で時間が入るので時間が増える。 

・土日、長期休業中の部活動の指導を適正に行うよう話をしてはどうか。 

・教職員にこういった指導をしていると、保護者にも伝える機会が必要では

ないでしょうか。また、母親の教員は大変なので、周りにフォローをしてい

ただきたい。 

・その点では、この資料を有効に活用できると考えています。 

・今回の教育相談に関する呼びかけは、子育てに不安を持つ保護者に対し大

変良かったと思います。 

・就学相談の手引きは保護者用と、より詳しい内容の教師用を作成しました。 

１０月に年中児に対する子育て相談をし、翌年６月に年長児に就学相談と、

継続的に行うことで就学相談の必要性をより理解してもらうことができま

した。情報提供をし、相談の機会を設けて続けていくことはとても大切だと

感じました。手引きは、保育園、幼稚園にもお配りしたいと思います。 

・特別支援教育部会等、先生方にもっと研修を深めていただきたいと思いま

す。 

 ③ 平成 28年度佐賀県教育施策実施計画 

（事務局） ・「佐賀県教育の基本方針」から「佐賀県教育施策実施計画」に名称が変わ

りましたが、知・徳・体、バランスよく育てて子供たちの「生きる力」を伸

ばしましょうという基本的な方針は変わっていません。 

 ④ 平成 28年度市町教育委員会○○委員・教育長会議について 

 ⑤ 社会教育・公民館事業等について 

（事務局） 

 

 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

（○○委員） 

 

（事務局） 

・文化・スポーツ振興課組織、事務分担について、高齢者教室「ことぶき大

学」「若返り大学」、塩田公民館趣味講座、文化・スポーツ振興課関係の年間

事業計画については資料のとおり開催されます。 

・とてもいい話が聞けるので、青少年育成弁論大会の観客を増やす方法、例

えば平日に実施する等考えてほしい。 

・まだ時間がありますので、開催までに皆さんで考えていきましょう。 

・嬉野の「ことぶき大学」趣味コースは講師謝金が出るが、塩田の趣味コー

スもそういう体制になっていますか。 

・塩田は会費制になっています。市からの支出はありません。 



（○○委員） ・「ことぶき大学」につきましては塩田町にもお知らせが行くようになりま

したので、摺合せをしながら、よい方向に向かえばと思います。 

 ⑥ 奨学金の貸与について 

（事務局） 平成２８年４月２２日現在、大学新規２名、専門学校新規３名、高校は新規

４名内定者を決定しております。 

 ⑦ その他 

  ・産休・育休等補助者並びに欠員補充講師、支援員等名簿 

  ・行政嘱託員名簿 

  ・スポーツ推進委員名簿 

  ・嬉野市社会教育委員名簿  承認 

  ・自治公民館長名簿 

  ・西部教育事務所職員一覧 

  ・６月補正予算について 

（事務局） ・原子力・エネルギー教育支援事業 74,000 円、首長部局等との協働による

新たな学校モデルの構築事業 1,501,000円、アクティブ・ラーニング実践研

究事業 511,000円、理科教育設備整備事業 181,000円、中学校教育振興費に

通級指導教室の学習環境の整備として 626,000円、社会資本整備総合交付金

事業街なみ環境整備につきましては交付金減額により事業を縮小し、当初予

算 45,000,000円から 21,500,000円に減額し、計上しております。 

  ・第１回嬉野市内小中学校教頭・事務長等研修会４月２１日（木）実施 

 

（２）協議 

 ① 学期の制定並びに夏季休業日の制定について 

（事務局） 

 

 

 

（○○委員） 

（教育長） 

（全委員） 

・２学期制の場合、教育委員会の承認が必要になります。２学期開始が小学

校は 10 月 11 日、中学校が 10 月 17 日ですが、吉田小学校だけが小中連携

先の吉田中学校に合わせて 10月 11日となっております。また、修学旅行が

地震の影響で遅れる可能性があります。 

来年度から２学期の開始日を、小学校と中学校統一できないか。 

来年度から検討します。 

承認。 

 ② 学校運営協議会委員一覧 

 ③ いじめ防止対策委員会（２２条委員会）一覧 

（事務局） 

 

（全委員） 

学校運営協議会委員、いじめ防止対策委員会２２条委員会委員は教育員会で

委嘱することになります。各学校より推薦をいただいている方々です。 

承認。 

 



 

 

（３）その他 

 ① 市内学校管理職の歓送迎会について 

 ② 次回定例会 ５月２６日（木） １３；００～ 

 ③ その他 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


